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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・8/16～17院内研修あり。出欠表入力すること。また、山田沙弥香が研修担当となる為、山田の遅Ｂ勤務と川井の日勤勤務を変更する。

・8/16（火）13：30～中居松男様　地域復帰支援検討会議あり。

・8/25（木）がデイケア保険締め切り（9月から新規入会する場合）となっている為、入会希望の確認・金額徴収を8/19（金）までに行う。

＜青明舎登録者情報交換＞

・宮　　陽子　様～青明舎スタッフ訪問の際、体調は良いと話されている。服薬ボードの確認をすると、服薬も行うこと出来ている様子。8/16まで、お盆で家の用事を足すためにデイケアは欠席するとのこと。

・繁名　和恵　様～先週、発熱などの体調不良を訴えデイケアを欠席することが続いていたが、木曜日にはデイケアに来所している。咳嗽を訴え風邪薬を処方受けているが、咳き込んでいる様子は見られない。

・下妻　康貴　様～8/23に青明舎スタッフが自宅訪問、特に変わりないと本人話されている。

・高田　マキ　様～1ヶ月ぶりに青明舎に来訪。生活保護の申請については一段落したが、まだ市役所（生活福祉課）と家族間で調整が必要であるとのこと。生活保護受給してから、刺身を購入して食べるなど、食事の内容に変化が見られてきている。無駄遣いはしないように説明している。

・細越　定生　様～8/9（火）青明舎来訪し、時間を過ごしている。特定スタッフに対して、「適当にやるな」等と不満を強く話すことがある為、特定スタッフからは距離を置いて接している。

・高柳　和子　様～気分の落ち込みがあるが、リスパダールを服用し落ち着いているとのこと。

・中居　美津子様～8/11（木）年金証書の受け取りに市役所に行っている。60歳から老齢年金を受けることができるはずだったが、障害年金の金額の方が高い為、今まで通りの受給を続けるとのこと。自宅の様子は、健康器具が散乱している様子がみられている。

・我満　奈津紀様～大久保恒夫様・律子様夫妻に外出に誘われ、ストレスを感じているとのこと。お金がないからと断っているが、「お金は払うから」と無理やり誘われると話す。また、部屋の片付けも進まないとのことで、室内が乱雑になっている様子が見られている。お盆は、娘様が実家の方に帰省するとのこと。

・清水　泰雅　様～夜0時に就床し、朝9時に起床する生活リズムが続いているとのこと。着替えは毎日行っているとのことだが、入浴は週1回程度だと話す。

・久保　清美　様～お盆は墓参りに行ってくるとのこと。特に変わりは無いと話す。

・東海林　康之様～青山荘退所後、8/14青明舎初訪問実施。新生活は静かで良いと話す。デイケアまでの距離が遠くなったので若干億劫に感じることがあるとのこと。

・柳町　信之　様～3週間衣類を変えていないと本人話す。先週と着ている服が違うことを説明するが、前日のことも覚えていない様子。自宅から出ていないと話すが、外出している様子は見られている。

＜グループホーム入居者様情報交換＞

・八木橋　牧雄様～8/9（月）法人納涼会があった為、落ちつかない様子が顕著に見られている。カーテンを閉めるなど、外部からの刺激を減らすと落ち着いている。飲酒欲求があっても、再飲酒をせずに過ごしていることをナイトケアスタッフより評価している。後日、グループホーム世話人に対し、法人納涼会について「俺への当てつけだ」と話していたとのこと。アルコールに関連した発言は、グループホームでもナイトケアでも日常的に聞かれている。

　　　　　　　　　また、血液検査結果の悪化（肝臓の値）が見られていたが、本人はそれを認識していない様子で、「よくなってきている」「何も言われていない」と話している。本人に再度確認を行い、情報を伝えていく。

・田中　　一　様～週末、五戸方面へ墓参りに行ってきたとのこと。前回はタクシーを利用して往復1万円近くの出費があったが、バスを利用して安価で行くように説明すると、今回はバスを利用して行ってきたとのこと。

・大久保　康弘様～年金の手続きに時間がかかる為、デイナイトケアを2日間休むと話されている。実際は1日もかからずに終了する手続きである為、自分の時間が欲しい為余計に休みを取ったのではないかと考えられる。

　　　　　　　　　また、通帳は兄様に預けたのか確認すると、グループホームの家賃の支払いが終わったら返すと話されている。現在はまだ通帳は本人が所持。浪費・病状悪化がないか確認していく。

・番沢　政勝　様～週末に母親様がグループホームに来たとのこと。クリーニングに布団を出したことを母親に話したところ、布団はクリーニングに出すのではなく、中の綿を打ち直すものだと言われたと本人話されている。

　　　　　　　　　生活状況を確認すると、金銭面について「千円の赤字だ」と話されている。また、週末にコーヒーを探して店を渡り歩いて夏バテになり、牛乳を１本一気飲みしたとのこと。牛乳には脂質が多く含まれている為、多量に飲むことはしないように説明するが、「夏バテには牛乳が効くんだよ」と話し頑なな姿勢を見せている。

＜デイナイトケア事例検討＞

長瀬　紘一郎様（68）男性　主病名：統合失調症　合併症：食道狭窄症

検討内容　目標・治療計画の見直し

長期目標：狭窄を改善し、普通食を食べるようになりたい（本人希望）

中期目標：食べ物を良く噛む習慣を身につける

短期目標：食事量を守り、バランスの良い食生活をする

目標・治療計画に関する評価
○食事について

・「ヘルパーの人に、果物とか魚の缶詰が良いって言われた」と話し、魚の缶詰を食べたとのこと。

・自宅では自分で食材を刻んでいるとのことだが、実際に刻んでいる様子を見ると、細かく刻むことが出来ていない。また、つぶせるものはつぶして食べるように説明するが、つぶして食べることはない。

・「夏場に喉が詰まる感じがする」と話す。夏バテの影響も考えられる。

・嚥下機能が低下しているにも関わらず、噛むことをせずに飲み込むことが多い。

○その他

・本人の今後について、どうなっていくのか母親様が心配している様子。

・本人は働きたいと話している。

・通帳、金銭は母親様が管理している。

・「ヘルパーの人が言ったから」など、ヘルパーの影響力が強い様子がある。

・理解力は低く、話の内容を自分なりに解釈（作話？）をすることが多い。

・日常的に作話がある。「スタッフがパソコンを買えと言った」「医事で働かないかと言われた」「黒服着た集団が家を見ている」等。

検討結果

・食事に関する治療計画の他、作話などから来る意思疎通の不良さについても治療計画を立案していく。

・本人を介することで情報錯誤が頻繁に起こっている為、ヘルパーと情報共有をしていく術はないか？ヘルパーのサービスが終わった後に、青陽館スタッフ・青明舎スタッフとで情報交換をする機会を作ることは出来ないか、検討していく。

＜利用者様情報＞

・細越　定生　様～定時に来所せず、自宅へ連絡するが不通。遅れて来所しており、銀行と親戚周りを行い、お姉様宅への御仏前を親戚から預かったと話す。事前に連絡を入れて欲しいことを伝えるが、数名のスタッフへ口頭で断っていたと話されている。実際にそのような連絡を受けたスタッフはいない。

